
会員各位

NPO法 人洛西相社ネットワーク

(愛称 :わ くわくサロン)

理事長 齋藤信男
わ くわく通信第 11子送付ご案内

拝啓 桜 も開花 し行楽の季節になりましたが皆様にはお元気でお過ごしのことと存 じます。

さて、私たちは “住み続けられるまち"を 目指 しこの街で豊かな暮らしを願いとして活動

を展開 しております。京都市も平成 29年 3月 に洛西ニュータウン活性化対策として「洛西
ニューダウンアタションプログラム」を作成 し推進中です。

その中で、私たち法人は「高い者 。障害者に住みやすいまちづ くり、生きがいづ くりJに

取 り組んでおり障害者理解を深めるため洛西にある施設紹介や情報発信をしてきました。

今回の第 11号 では昨年 9月 に開催されました「きょうされん第41口全国大会 in京都」
と『わくわくサロン」は 5年 を経過 しましたので、これらを特集とさせていただきました。

ご感想やご意見をお寄せ下さい。

敬 具

わくわく通信第 11号正誤表

右下の円

(I) 

‐ 円は削除1.10頁

ナ Ю 頁

3.10頁

4。 10頁

5。 11買

6.14頁

7.14頁

8.15買

右千から寺待暑 バ リ寒ワ リー 亡 _バエアフリー            _ _

午
下の

1(1三》 致 tllよ 、  
この円はボランティアに参加するかの結果です

左下 2行  2ケ月にばらんていあ ‐ 2ケ月毎に開催 し同時にボランティア
4段 目右から 10行 日 1た したちは、 ‐ 1わたしたちは、
3段 目左から 5行日 A「 きょうされん」 呻  「きょうされん」
3段目左から3行日 Q いや京都では・・ 吟 A いや京都では・・
3段 目右から6行日 A型とB型がありますが ‐

A型 (就労継続支援 A型とは障害者総合支援法 (旧 障害者自立支援法)に定められた就労支援事

業の一つ。一般企業への就職が困難な障がい者に就労機会を提供するとともに、生産活動を通じ

て、その知識と能力の向上に必要な謝1練などの障がい福祉サービスを供給することを目的として

います。障がい者と雇用契約を結び、原則として最低賃金を保障するしくみの
″
雇用型
″
の障がい

福祉サービスです。)と

B型 (就労継続支援 B型とは障害者総合支援法 (旧 障害者自立支援法)に基づく就労継続支援の

ための施設です。現地点で一般企業への就職が困難な障がいをお持ちの方に就労機会を提供する

とともに、生産活動を通じて、その知識と能力の向上に必要な謝1練などの障がい福祉サービスを

供与することを目的としています。3型は雇用契約を結ばず、利用者が作業分のお金を工賃とし
てもらい、比較的自由に働ける

″
非雇用型

″
です。)

9.15頁 :3段目右から7行日 「あらぐさ」 0 「あらぐさ (下記)」
10.20頁 :左の真ん中 わくわく俳句同好会 第 1月 曜日 13:00～ 15:00 ‐ 13:30～ 15100

以上



NPO法人 洛西福祉ネットワーク
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通
/「

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
法
人
京
都
市
西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

〈〓
長
　
小
“石

孜
曹
て王

鮨 :彗平
素
は
、
西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

洛

西

福

祉

ネ

ッ

ト

ワ
ー
ク
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
洛
西

地
域

で
多

彩
な

取
組

み
を

展
開
さ
れ
、

心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
次
第

で
す
。

さ

て
、
昨
年
は
、
大
阪
府
北
部
地
震

や
豪

雨
な

ど

近
畿

地

方

を

含

め

全

国

各

地

で
自

然

災
害

の
多

い
年

と
な

り

ま
し
た
。
災
害
が
起
き
た
時

、
い
つ
も

考

え
さ
せ
ら
れ

る
の
が

「
地
域

で
の
つ

な
が
り
」

で
す
。

「
災
害
時

る

・
３

・
３

の
法

則
」
と

い
う
法
則
を

ご
存
知

で
し

よ
う
か

？

大

規

模

災
害

発
生

か

ら
避

難

生

活

期

に

至

る
ま

で

の
プ

ロ
セ

ス
に
お

い

て
、
ど

の
よ
う
な
支
援
力
を
必
要
と
す

る
か
に

つ
い
て

「
３

・
３

・
る
の
法
則
」

（
３０
分

・
ろ
時

間

・
３
日
間

）
と

い
う

考

え
方
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず

、
３。
分
は
近
隣

で
の
支
援
体
制

を
整
え
ま
す
。
自
立

で
避
難

で
き

る
人

は

３０
分

以
内

に
家

屋

の
外

に
出

る

こ

と
が

で
き
る
と
考
え
、　
一
時
集
合
場
所

な

ど

に
集

ま

っ
た

人

で
支

援

体

制

を

つ
く
り
ま
す
。

次
に
、
３
時
間
。
最
も
危
険
な
人

の

発
見
、
救
出
を
す

る
よ
う
努
力
す

る
時

間
の
こ
と

で
す
。
致
命
的
な
ダ

メ
ー
ジ

を

受

け
た

人

で
も

ろ
時

間

以
内

の
救

出

で
あ

れ
ば

生
存

の
可
能
性
が
あ

り
、

優

先

順
位

を

決

め

て
救

出

活

動

を
進

め
ま
す
。

そ
し

て
、
３
日
間
。
全

て
の
住
民

の

安

否
確

認
を

完

了
さ

せ

る

こ
と
が

理

想

で
す
。
同
時

に
安
全
な
場
所

へ
の
避

難
も
行

い
ま
す
。
平
常
時
に
要
援
護
者

台
帳
な
ど
を

つ
く

っ
て
お
く
と
、
よ
り

ス
ム
ー
ズ

に
進

み
ま
す
。
特

に
障
が

い

の
あ

る
人

の
安

否
確

認
は
、
情
報

不
足

に
な

る
こ
と
も
あ
り
、
ご
本
人
が
安
心

感

を
持

て
る
よ

う
進

め

る

こ
と
が

望

ま
し

い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
食

も

最
低

「
３
日
分
」

用
意

し
た

方

が
良

い
と

い
う

こ
と
を

聞
か

れ

た
方

も
多

い
の

で
は
な

い

で

し

よ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
先
述

し
た
と
お
り
、
災
害
が
発
生
し

て
か
ら

３
日
間

（
７２
時
間
）
は
生
存
者

の
救
助

が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支

援

物

資

の
配
給

や

援

助

が

本

格

化

す

る

の
は

災
害

発
生

４
日

目
以
降

と
な

り
ま
す
。
４
日
目
を
む
か
え
る
ま

で
の

３
日

間

は
自

分
自

身

で
生

命

を

維

持

し

て

い
か

な

く

て
は

い
け
な

い
の

で

す
。そ

し

て
何
よ
り
、
大
切
に
な

っ
て
く

る
の
が
、
隣
近
所
を
中
心
と
し
た
地
域

と

の
つ
な
が
り
で
す
。
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この冊子は、京都市「平成 30年度洛

西ニュータウン .地域団体活動ステツ

プアップサポート事業補助金」の助成

を受けています。



わくわく通信 第11号

社

会

福

祉

協

議

会

で
も
、

日

頃

か

ら
、
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
や
障
害

の
あ

る
方

の
交
流
、
子
育

て
サ

ロ
ン
活

動
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
「
地
域

の

つ
な
が

り
」
を

つ
く

っ
て
い
く
た
め

で
あ
り
、
災
害
時

に
も

活

か

さ

れ

る
も

の

で
あ

る
と
考

え

て
い
ま
す
。

「児
童
館
」
に
思
う

私
は
、
建
築
関
係

の
仕
事
を
し

て
い

ま
す
。
た
ま
に
児
童
館

に

い
く
機
会
が

あ
り
ま
す
。
学
校
か
ら
、
元
気

に
児
童

館

に
や

っ
て
来
ま
す
。
中

で
は
、
勉
強

す

る
時

間
、
映

画
も
や

っ
て
い
ま
す
。

お

や

つ
の
時

間

も
有

っ
た

と

思

い
ま

す
。
皆
な
た

の
し
そ
う
に
夕
方
迄
過
ご

し

て
い
ま
す
。
保
護
者

の
方
も
、
そ
の

間
用
事
も
出
来
ま
す
し
、
仕
事
も
長

い

時
間
出
来
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ

い
さ

ん

と

一
緒

に
暮

ら
し

て
お

ら
れ

る
世
帯
は
少
な

い
と
思

い
ま
す
。
安
心

で
す
し
、
宿

題
も
皆
ん
な
と

一
緒
に
出

来

る
の
で
教

え
て
も
ら
え
ま
す
。
そ
ん

な
児
童
館
が
竹

の
里
に
は
、
有

り
ま
せ

讐
堤

」

ｉ
は
、

玲
八

ｆ
陪

一
感.:

1鑽

洛

西
福

祉

ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク
様

の
活

動

も

同
様

の

こ
と
が

言

え

る
と

思

い

ま
す
。

い

つ
ま

で
も
安

心

し

て
住

み
続

け

ら
れ

る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
洛

西
福
祉

ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
様

の
活
動
が
、
ま
す
ま

す

発

展

さ

れ

ま
す

こ
と

を

祈
念

い
た

し
ま
す
。

竹
の
里
地
域
自
ム相
連
〈国会

会
長
　
今
西

敏
史

ん
。
竹

の
里
に
は
児
童
館
を
造

る
場
所

が
有

り
ま
せ
ん
。
私
が
思
う
に
、
例
え

ば

、
昼
間
は
使
用
頻
度

の
少
な

い
、
タ

ウ

ン
集
会
所
、
市
営

西
集
会
所
、
市
営

中

集

会

所

を

お
借

り
し

て
開

け

ら
れ

な

い
で
し

よ
う
か
。
教
員
Ｏ
Ｂ
の
方

に

来

て

い
た
だ

い
て
や

っ
て
も

ら
え
た

ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

小
学
生
が
下
校
す

る
姿
を
見

て
、
思

しヽ な と の 日 ろ  必 に て 安 く し 害」晨

亥」しヽ も の 一 組 で  しヽ は と に は る と
な な つ こ 層 む い  つ 誰 つ 不 多 に S

ろ ふ し よ や  今 速 数 の お 年 社 メ 三
感 つ

｀
う は 現 の さ 年 間 隣 し 会 リ モ

2



わくわく通信 第11号

か

え

っ
て
孫

た

ち

で
気

が

休

ま

ら
な

い
の
か

も

知

れ

ま

せ

ん
が
、　
一
方

で

色

々
な

人

と

の
交

流

が

あ

ら
た

め

て

大
事
な

の
だ
と
実
感

も
し
て
い
ま
す
。

若

い
時

に
幅
広

く
交

友

が

あ

っ
た

方

で
も
、
歳

と

共

に
段

々

と

せ

ま

く

な

っ
て
い
く
よ
う

で
す
。
人
と
人
と
を

結
ぶ

の
は
、
段
々
と
体
が

い
う
こ
と
が

き

か

な

く
な

っ
て
く

る
お

年
寄

り

に

と

っ
て
限
り
が
出

て
く

る
よ

う

で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
よ
う
な
組
織
的

に
、
ま

た

定

期
的

に

つ
な

が

り
を

つ
く

る
活

動

が

地

域

に
は

必

要

に
な

っ
て
き

ま

す
。
そ
れ
が
貴

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
役
割

の

よ
う
に
思

い
ま
す
。

し颯

一

^●

少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
こ
の
ま

ち

で
住

み
続

け

る

こ
と

目
指

し

Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

と

し

て

５
年

間

と

り
組

ん

で

き
ま
し
た
。

４
，
買
物
弱
者
対
策
　
①
大
原
野
野
菜

の
朝

市

（
月

，
水

，
金

）

②

魚

販
売

支

援
　
③
産

地
直

送

品

取
次

④
お
か

い
も

の
便

（
京
都
生
協

）

の
地
域

へ
の
乗
り
入
れ
支
援

２
，

①

高

齢

者

の
居

場

所

サ

ロ

ン
と

し

て
カ

フ

エ

（
月
～
金

）

の
開

設

②
毎
週
金
曜
日

の
昼
食
会

る
．

困
り
ご
と
相
談
会

（
月
２
回
）

４
．
竹

の
里
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
周
辺

の
住

民
の
集

い

（
マ
ル
シ

エ
）

５
，

わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
だ
よ
り
、
わ
く

わ

く

通

信

の
発
行
　
①

わ

く

わ

く

サ

ロ

ン
だ

よ

り
毎

月

発
行

（
毎

月

１
回

）

②

わ

く

わ

く

通

信

の
発

行

（
年

２
回

Ｙ

洛

西

の
居
場
所
情

報

‘
洛

西
の
障
碍
者
情
報

６
．
趣
味

の
同
好
会

の
開
催

７
，
洛

西
居
場
所
交
流
会
実
行
事
務
局

担
当

こ
の
ま
ち
で
住
み
続
け
る
た
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長
　
齋

藤

信

男

②
土
曜
日
、
日
曜
日
は
み
ん
な

の
居
場

所
カ

フ

ェ

③
毎
週
金
曜
日
は
子
供
食
堂

②

障

碍

の
あ

る
人

が

わ

け

へ
だ

て
な

く
暮

ら
せ

る
よ

う

「
障

碍
者

権

利

条

約

」
等

を
障

碍
を

も
た
な

い
人

に
発
信
す

る
。

③
住

居

の
近
く

に

「
居
場
所
カ

フ

エ
」

づ
く
り
支
援

現
在

の
居

場

所

カ

フ

エ
に
参

加

で
き

な

い
人

た

ち
が

参
加

出

来

ろ

よ

う

住

居

近

く

に

「
居

場

所

力

フ

エ
」
づ
く
り
の
支
援
を
す

る
。

④
竹
の
里
会
館
を
住
民
コ
三
二
三
ア

イ
の
拠
点
と
し

て

こ
れ
ら

「
障
碍

の
あ

る
人
も
な

い
人

も
誰

も
が

わ

け

へ
だ

て
な

く
暮

ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
に
あ
た

り
、
そ
の
拠
点
と
し

て
竹

の
里
会
館

の

あ

り
方

を

提
案

し

て
実

現

し

て

い
き

た

い
と
考
え
ま
す
。

こ
ん
な

活

動

を

５
年

間

展

開

し

て

き

ま

し
た

が

こ

の
５
年

間

で
法

人

ス

タ

ツ
フ

・
地
域
住
民
も

５
歳
重
ね
ま
し

た
。５

年
間

の
環
境
変
化
と
し

て
、
高
齢

者

の
体
力

の
衰
退
、
ひ
と
り
暮

ら
し

の

増

加

、
若

い
世

代

に
は

共

働

き

の
増

加

、
雇
用

の
非
正
規
化

の
拡
大
等

、
子

供

の
貧
困
、
高
齢
者

、
若

い
世
代

の
変

化

に
応

じ
た

活
動

の
展

開

と

日
頃

は

忘

れ

ら
れ

て

い
る
障

碍
者

と
共

に
暮

ら
す
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

こ
れ

ま

で

５
年

間

で
経

験

し

た

こ

と
を

取
捨

選

択

し

こ
れ

か

ら

の
活
動

展
開
と
し
て

★
障
碍

の
あ
る
人
も
な

い
人
も

誰
も
が
わ
け

へ
だ

て
な
く

暮

ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
★

①

高

齢

者

の
居

場

所

か

ら
あ

ら
ゆ

る

世
代

の
居
場
所

へ
の
展
開

①
平
日
は
作
業
所
と
し

て

（
軽

い
認
知

症

の
人
、
高

齢

者

、
障

碍
を

も

っ

た
人

）

3
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洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
再
生
に

つ
い
て

―
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
―

障
碍
者
施
設
を
誘
致
し
、
福
祉

の
ま
ち

に
特
化

で
き
な

い
の
で
し

よ
う
か
、
若

い
子
育

て
世
代

の
職
場
を
作

り
、
空
き

家
を
埋
め

る
対
策
と
し
、
多

子
化
、
人

口
増

の
対

策

と

し

て
は
ど

う

で
し

よ

う
。②

次

に
洛

西

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン
も

４２

年

た

ち

オ

ー

ル
ド

タ

ウ

ン
に
な

っ
て

い
ま
す
。
老
朽
化
、
陳
腐
化
し
た
建
物

の
更
新
対
策

で
す
。
立

て
替
え
、
リ
ノ

ベ
ー
シ

∃
ン
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

エ
レ

ベ
ー
タ
設
置
を
進
め

る
こ
と

で
す
。
ま

た

ス
ー
パ
ー
の
撤

退
、
商
店

の
開
鎖

に

よ

る
買

い
物

弱
者

対

策

と

し

て

三

二

ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ

ニ
の
設
置

の
ほ
か

配
食
事
業
、
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
、
住

み

替
え
相
談
事
業
、
後
見
人
事
業
等

の
導

入
も
必
要

で
す
。

こ
れ

ら
を
導

入
す

る

に
は
条
例
、
規
約
、
協
定

、
等
を
柔
軟

に

見
直

す

こ
と
な

し

に

は

到
底

無

理

だ
と
思

い
ま
す
。

③

最

近
ど

の
地

域

も

少

子
高

齢

化

で
自

治

会

、
町
内

会

の
役

員

の
な

り

手

が

あ

り
ま

せ

ん
、
高

齢

化

で
役

員

に
就

任

し

て
も

重
荷

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ
か

ら
は
退
職
し
た
人

の
中

で

体
力

、
経
験
に
よ
り
得
意

の
分
野

で
や

ろ
気

の
あ

る

シ

ニ

ア
が

出

身

自

分

の

思

い
に
合
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、　
一
般
社
団
財
団

法
人
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
等

に
出
向

き
勤
務
回
数
等
を
話
し
合

い
、
能
力
を

発
揮
す

る
時
代

で
す
。
た
だ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

も

こ
れ
か
ら
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
行
政

サ

ー
ビ

ス

の

一
端

を

担

う

コ
三

ュ
二

テ
イ
ビ
ジ
ネ

ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
と

し

て
無

償

で
な

く
有

償
ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
と
し

て
自
治
会
、
町
内
会

の
役

を
担
え
ば

よ

い
と
思

い
ま
す
。
参
加
者

の
や

る
気

と
責

任
感

を

は

ぐ

く

む

た

め
に
も
有
効
だ
と
思

い
ま
す
。

行

政

も
多

様

化

し
た

住

民

サ

ー
ビ

ス
を

効

果
的

に
行

う

と

い
う
観

点

に

た

ち

Ｎ

Ｐ

Ｏ
等

の
市

民

活
動

を
積

極

的

に
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

例
え
ば
交
流

の
場

の
無
償
貢
与

、
会

館

の
指
定

管

理
者

へ
の
指
定

な

ど

で

す
。
当

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
５
年
間
の
経
験
か

ら

い
う

と
福

祉

活
動

に
よ

り
利
益

を

あ

げ

て
場
所
代
、
人
件
費
と

い
う
大
き
な

経

費

ま

で
賄

う

の
は

非
常

に
む

つ
か

し

い
の
で
す
。

し
か
し
他
方

で
、
カ

フ

エ
、
食
事
会
、

買

い
物

支

援

等

居

場

所
事

業

や
生

き

が

い
づ

く

り
事

業

と

し

て

の
趣

味

の

会
、
セ
三
ナ
ー
事
業
、
家
事
代
行
サ
ー

ビ

ス
事
業

、
困
り
こ
と
相
談
事
業
、
介

護
事
業

（
支
え
合

い
型

ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ

ス
事
業

）
等

を
通
じ
、
住

民

の
方

々
、

人

口

減

、

少

子

高

齢

化

に

よ

る

三

ュ
ー
タ
ウ

ン
の
再
生
、
活
性
化

の
問

題

は
洛

西

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
に
限

ら
ず

全
国
的
な
も

の
で
、
そ
の
対
策
も
大
体

共
通

で
す
。

い
ず

れ

の

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

で
も

入

居
し
た
世
代
が
高
齢
者
と
な

り
、
そ
の

子
供
た
ち
が
親
と
な

り
、
親

子
と
も
ど

も
核
家
族
と
し

て
巣
立

っ
て
、
戻

っ
て

こ
な

い
た
め
に
少
子
高
齢
化
、
人

口
減

と
な

っ
た
も

の
で
す
。
当
初
入
居
さ
れ

た

方

々

の
う
ち

団
塊

の
世

代

の
方

々

が

あ

と

６
年

ほ
ど

た

て
ば

７５
歳

以

上

の
超

高

齢

者

と
な

ら
れ

ま

す
。

平
均

寿

命

か

ら
す

れ
ば

さ

ら

に

５
年

た

て

ば
多

死
社
会

に
拍
車
が
か
か

り
ま
す
。

少

死
少

高

令

者

化

が

始

ま

り

一
層

の

人

口

の
減

少

が

進

む

の

で
は
な

い
で

し
よ
う

か
。

人

口
が
減

少

す

れ
ば

採
算

の
合

わ

な

い
事

業

者

は
撤

退
す

る

の
は
当

然

で
す
。

例

え
ば

ス
ー
パ

ー
、
お

医
者

さ

ん
、

バ

ス
、
学
校

、
塾

、
も
撤
退
を
考
え
る

津
田

信
吾

で
し
よ
う
。

さ

て
私

の
思

う
主

な

再
生

策

は
次

の
通
り
で
す
。

①

ま

ず

洛

西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

ア
ク

シ

∃
ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
も

う
た

っ
て

い
る
職
場
作
り

で
す
。
洛
西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン
は

ベ

ツ
ド

タ
ウ

ン

で
あ

り
職

住

分
離
型

で
出
発
し
ま
し
た
。
職
と
住
が

分
離

し

て

い

て
も
大

丈

夫

な

の
は
地

下
鉄
等

の
高

速

鉄

道

が

く

る

こ
と

が

前
提

で
通
勤
等

の
時
間
短
縮

、
乗
換
な

し

の
運

賃
節

約

に
よ

り
実

質
的

に
職

住

一
体

型

と

同

じ
効

果
を

得

る
は
ず

で
し
た
。
財
政
的
事
情
か
ら
地

下
鉄

の

建

設
が
無

理
な

ら

コ
ス
ト
が

少

な

く

て
す
む

Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建
設

す

べ
き

で
す
。

で
な

い
と

根

本

的

に

人

を

取

り

込
む

再
生

策

と

は
な

り
ま

せ
ん
、
現
状
を
放
置
す
れ
ば
ゴ

ー
ス
ト

タ
ウ

ン

の
方

向

に
進

む

の
は

明

ら
か

で
す
。

こ
れ
を
食

い
止
め

る
自

己
完
結

型
、
循
環
型

の
普
通

の
ま
ち
、
職
住

一

体

型

の
ま

ち

に
な

る
方

向

に
切

り
替

え

る
と

い
う

こ
と

で
す
。
老
人
施

設
、

4
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特

に
高

齢

者
、
障

碍

者
、

子
供

た

ち

と

の
交

流

が

深
ま

っ
て
き

た

と

と

も

に

こ
う

い

っ
た
事
業
を
通
じ
行
政
、
公

社
、
高
齢
者
施
設
、
障
碍
者
施
設
、
各

種
事
業
者

、
大
学
等

学
校

、
百
貨
店

、

ス
ー
パ
ー
、
生
協

、
金
融
機
関
、
専
門

職

等

の
方

々

と

の
交

流

も
ど

ん
ど

ん

深
ま

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
方
々

と

の
交

流

に
よ

り
得

た
情

報

を

こ
れ

ら

の
方

す

べ

て
に

発
信

し

て

い
け
ば

住
民
サ
ー
ビ

ス
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の

一

層

の
向

上

に

つ
な

が

る
も

の
と
確

信

し
ま
す
。

掏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
洛
西
福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の
考
察

当
法
人
は
、
名
称
通
り
福
祉
を
中
心

に
し
た
、
洛
西
の
街
づ
く
り
に
取
り
組

む

こ
と
。
当
然
弱
者

に
直
接
手
を
差

し

伸

べ

ろ
活
動

も
盛

り

込
ま

れ

て

い
ま

す
。
今
年

の
３
月

で
設
立

６
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
問
色
々
な
取
組
み
を
し

て

き
ま
し
た
。
継
続
し
た
も

の
、
出
来
な

か

っ
た
も

の
、
新
た
に
開
始
し
た
事
業

等
。
と
り
わ
け
厚
労
省
が
勧
め

る

「
総

合
事
業
」

の
支

え
合

い
事
業
は
も

っ
と

事
業
と
し

て
採
算

べ
―
ス
に
の
せ
、
法

人

の
柱

に

し

て
行

く

必

要
が

あ

る
と

考

え

ま

す
。

そ
れ

に
付
随

す

る
事

業

と

し

て
居

場

所

や
食

事

会

等

を

開
催

し

て
行

く
。

あ

く

ま

で
も

付
随

で
あ

り
、
補
完
す

る
も

の
と
し

て
位
置
づ
け

す

る
。
も
う
少
し
違

っ
た
角
度
か

ら
言

え
ば

自

立

す

る
財

政

基

盤

を
確

立

す

る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
当
然
厚

労

省

が

監
督

す

る
事

業

で
収

益

を

上

げ

る
事
は
困
難
な
事

で
す
が

、
そ
れ
は

補
助
金
や
助
成
金
を
中
心
に
し

て

「
運

営
」
が
成

り
立

っ
て
い
る
、
そ
れ
が
無

け
れ
ば

活
動

が

で
き

な

い
状

況

か

ら

脱
出
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

古木　壼思　一

障
害
者

の
、
高
齢
者

の
或
は
子
ど
も

の
福
祉
的
事
業
所
を
開
設
し
、
そ
こ
を

拠
点

と

し

て
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク

を
構

築

す

る
事
が
今
必

要

で
す
。
高
齢
者

の
、

障
害
者

の
、
子
ど
も

の
、
福
祉
が
ど

ん

ど

ん
と
削
ら
れ
商
業

ぺ
―
ス

，
儲
け
優

先

の

「
福
祉
事
業
所
」
が
幅
を
利
か
せ

る
今
日
、
障
害
者

，
弱
者

の
立
場
に
立

つ
弱
者

の
為

の
事
業
所
が
必
要

で
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
時

、
例
え
ば
障

害

者

の
グ

ル
ー
プ

ホ

ー

ム

（
以

下

Ｇ

Ｈ
）
を
建
設
し
、
そ
こ
を
中
心
に
洛

西

に
あ

る

Ｇ

Ｈ
同

士

の
ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク

を
建
設
す

る
、
更
に
就
労
事
業
所
と
も

連
携
す

る
、
等

の
ネ

ッ
ト
構
築

、
地
域

に
開
か
れ
た

Ｇ
Ｈ
と
し
、
そ
こ
が
居
場

所
カ

フ

エ
等
す
れ
ば
良

い
。
基
幹
と
な

る
事
業
を
定
め
、
そ
の
基
幹
事
業
を
自

立

し
た

Ｎ

Ｐ

Ｏ
に
す

る
為

に
利
益

を

確
保
す

る
。
そ
れ
に
付
帯
す

る
「
事
業
」

を

行

っ
て

い
ゆ

く
方

針

を

今

打

ち

出

す

べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
Ｇ
Ｈ
は
例

で

あ

り
何

が

出

来

る
か

検

討

し
ま

し

ょ

う
。

釉01
⌒  ⌒

一̈
一一

一卜
●
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韓
国
ソ
ウ
ル
市
ソ
ン
ミ
サ
ン

・
マ
ウ
ル
を
視
察
し
て

三
宅

正
伸

た
め

の
市

民
運
動
か
ら
住
民
自
治
を
発

展
さ
せ
た
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
で
す
。

日
本

で
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
匹
敵
す

る
代
案
学
校
や
、
「
ウ
リ

，
オ
リ
ニ
チ

ッ

プ
」
と
称
す

る
保
育
を
す

る
共
同
育
児

所
な
ど
が
公
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
韓

国
の
特
徴

で
す
。
住
民

の
住
民
に
よ

る

住
民

の
た
め

の
こ
れ
ら
の
施
設
が

「
ま

ち
づ
く
り
」

の
拠
点
と
な

り
ま
す
。

ソ

ウ

ル
市
な
ど

の
自
治
体
は

こ
れ
ら
の
活

動
を

問
接
的
支
援

し
ま
す
。

つ
ま

り
、

補
助
金
な
ど

で
直
接
的
に
管

理
す

る
の

で
は
な
く
邪
魔
を
し
な

い
姿
勢
を
貫
き

ま
す
。
何
も
し
な

い
の
で
は
な
く
住
民

主
導

の
活
動
に
対
し
て
の
支
援
に
徹
す

る
の
で
す
。

住
民
は
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
当
事

者
と
し
て
、
様
々
な
芸
術
、
経
済
、
教
育
、

福
祉

活
動
な
ど

を

開
拓

し
ま
す
。
「
自

分
た
ち
に
と

っ
て
必
要
な
も

の
は
自
分

た
ち

で
創
り
出
す
」
社
会
文
化
だ
か

ら

こ
そ
、
日
本
社
会
以
上
の
受
験
地
獄
を

批
判
的

に
考

え
る
独
自

の
学
校
を
創
り

出
す

こ
と
が

で
き

る
の
で
す
。
そ
し

て

そ
の
学
校
は
教
育
機
関
と
し

て
認
め
ら

れ

る
の
で
す
。
住
民
の
中

で
こ
の
受
験

地
獄
に
身
を
投
じ

て
、
子
息
を

い
わ
ゆ

る
出
世
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
こ
と
も
自

由

で
す
。
そ
の
場
合
は
地
域
外

の
進
学

校
に
通
わ
せ
れ
ば
良

い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
本

で
は
文
部
科
学
省

の
学
校
設

置
基

準

や
指
導

要
綱

に
管

理
さ
れ

て
、

公
認
の
教
育
機
関
と
な

る
こ
と
は
並
大

抵

の
こ
と

で
は
な

い
の
で
す
が
、
韓
国

で
は
子
ど
も

へ
の
政
治
的
教
育
を
す

る

こ
と
も
、
結
果

へ
の
責
任
を
明
確
に
す

れ
ば
自
由
な

の
で
す
。

住

民
が

一
枚

岩

で
な

く
意

見
が

違

う
か

ら
こ
そ
緊
張
関
係
が
継
続
さ
れ
る

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
多
様

な
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
が
生
ま
れ
、
お
互

い

の
緊
張
関
係

の
中

で
新
た
な
活
路
を
見

出
し

て
い
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
何
か
に

出
資
す

る
場
合
は
納
得
が
必
要
な

の
で

あ

っ
て
、
出
資
す

る
だ
け

で
は
十
分

で

な
く
能
動
的
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な

り

ま
せ
ん
。
日
本

で
は
住
民
活
動
と
し

て

の
最
低
限

の
出
資
す

ら
ま
ま
な

ら
な

い

の
が

地

域

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
現
実

で

す
。
韓
国

で
の
こ
れ
ら
の
社
会
的
連
帯

の
基
本
に
は
人
的
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
人
が
集
ま

っ
て
何

ら

か

の
自

ら
の
た
め

の
事
業
が
考
え
な
が

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
歩
き
な
が

ら
考
え

ろ
姿
勢

で
す
が
、
日
本

で
は
そ
の
入
り

回
の
と

こ
ろ
で
止
ま

っ
て
し
ま
う
の
が

通
例

で
す
。
決
し

て
、
事
業
が
あ

っ
て

人
を
採
用
す

る
雇
用
社
会
型

で
は
な

い

の
で
す
。

住
民
運
動

で
あ

っ
た
配
水
池
建
設
反

対
運
動

で
も
開
発
賛
成

派
は
必
ず
存
在

し
ま
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
開
発
に
よ

っ

て
自

ら
の
資
産
価
値
が
高
く
な

る
と

い

う
ス
タ

ン
ス
で
す
。
住
民
に
よ

る
反
対

運
動
は

こ
れ
ら
の
人
々
も
包
摂
し
、
社

会

的

連

帯

を
築

き

な

が

ら
抵
抗

し
ま

す
。
っ
ま
り
、住
民
に
よ
る
熟
議
に
よ

っ

て
の
合
意
納
得
が
先
決

で
、
行
政
が
強

権
的
に
建
設
を
始
め

る
こ
と

へ
の
反
対

な

の
で
す
。
日
本

で
は
反
対
派
と
賛
成

派

の
市
民
同
士
が
別
れ

る
た
め
、
強
制

的

に
執
行
す

る
公
権
力
に
都
合

の
良

い

状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

へ
の

抵
抗
も
法
的

に
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ

ん
し
、
警
察
な
ど
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と

に
な

り
ま
す
。

こ
こ
で
、
韓
国
に
お
け

る
住
民
運
動

こ
そ
が
本
来
的
な
市
民
運

動

で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

つ
ま

り
、
自

ら
の
住
ま

い
す

る
地
域
は
自

ら

の
責
任
に
お

い
て
の
当
事
者
と
し

て
の

言
動
が
許
さ
れ
る
社
会

こ
そ
が
地
域

コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
で
は
な

い
か
と
考
え
た

の

で
す
。

市
民
の
た
め

の
学
会

で
あ
る
社
会
文

化
学
会
夏
季
研
究
集
会

「
韓
国
ま
ち
づ

く
り
視
察
」
が
昨
年

８
月
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
そ
れ
に
同
行
し

て
、
朴

元
淳

ソ
ウ

ル
市
長
と

の
会
見
や
、
日
本

で
も
知

ら
れ

て
い
る
ソ
ン
ミ
サ

ン

，
マ

ウ
ル
視
察
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
「
ソ

ウ

ル
市
に
第

二
の
ソ
ン
ミ
サ

ン

，
マ
ウ

ル
を

１５
カ
所

つ
く

る
」
と
は
、
朴
元
淳

氏
が

２
０
ｑ
４
年

に
ソ
ウ

ル
市
長
就
任

早
々
に
語

っ
た
公
約

で
す
。
現
在

の
文

在
寅
政
権
は

こ
の
市
民
派

ソ
ウ

ル
市
長

の
市
民
参
加
方
式
を
政
策
的

に
取
り
入

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
し
、
朴
元
淳
氏

は
次
期
韓
国
大
統
領
と

の
下
馬
評
に
も

上
が

っ
て
い
ま
す
。

ソ
ウ

ル
市

を

流

れ

る
漢

江

の
北

に

あ

っ
て
、
空

港

の
あ

る
仁

川
市

と
隣

接
す

る
麻
浦
区
に
存
在
す

る
ソ
ン
三
サ

ン

・
マ
ウ

ル
は
、
半
径

４
キ

ロ
程
度

の

ま
ち
に
７
０
０
世
帯
ほ
ど
が
生
活
し

て

い
ま
す
。
「
マ
ウ

ル
」

と
は
ま
ち

の
意

味

で
、
２
０
０
１
年
に
ソ
ウ

ル
市
が

ソ

ン
ミ
サ

ン
と

い
う
小
高

い
丘
に
配
水
池

を
建
設
す

る
と
発
表

し
、
そ
の
反
対

の

6
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住
み
続
け
ら
れ
る
街
を
め
ざ
し
て

ギ

ン
グ

で
利

用

さ

れ

て

い
ま

す
。

た

だ

、
疲
れ
た
時
に
休
憩
す

る
場
所
が
少

な

く
あ

っ
て
も

老

朽

化

で
あ

ま

り
座

り
た

い
と

思

え

る
場

所

に
な

っ
て

い

な

い
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
散
歩
道

の
緑
道

に
休
憩
用

の
ベ

ン
チ
を

１
０
０

ｍ
毎

に
設
置
、
叉

は
修
復
を
、
費
用
的
な
話
は
寄
付
を
募

リ
ベ

ン
チ

に
寄

付
者

の
氏
名

を
付

け

て
は
ど

う

で
し

ょ
う
か
。

ま

た
、

ベ

ン
チ
等

は

公
園

の
放

置

林

の
竹

を
伐

採

し

て
作
成

す

る

こ
と

を
考

え

ら
れ

な

い
で
し
よ
う
か
、
こ
の
際

に
は
、
前

記

し
ま

し
た
ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
募

集

で

実

施

す

る
と

い

い
の

で
は
な

い
か

と

思

い
ま
す
。
そ
し

て
、
緑
道

の
安
全
確

保

の
為

に

は
緑

道

に
バ

イ
ク
が

４

０

０

％
入
れ
な

い
よ

う

に
バ

リ
カ

ー

設

置
を
増
強
す

る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

高
齢
化
社
会

で
は
、　
一
人
暮

ら
し
が

増
え
て
い
く

こ
と
が
問
題
と
な
り

「
見

守

り
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
あ
る
テ

レ
ビ

番

組

で
見
た

の

で
す

が

地
域

の

郵
便

局

に
毎

日

１
０

０
円
を
直

接

預

け

に
行

き

ス
タ

ン
プ

を

押

す

取

り
組

み
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
貯
金
と

外

へ
出
歩
く
、
そ
し
て
無
事

の
確

認
と

一
石

三
鳥

が

で
き

て

い
る

の

で
は

思

い
ま
す
。

最
後
に
な

り
ま
す
が

、
自
治
連
合
会

や
洛

西

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン

ア
ク

シ

ョ
ン

プ

ロ
グ

ラ
ム
推

進

会

議

が

主

体

と
な

り
年

る
、

４
回
全

戸

に

配
布

で
き

る

「
洛

西

ニ

ュ
ー
タ
ウ

ン
新

問
」
を

発
行

し

て
は
ど

う
で
し

よ
う
か
。
掲
載
内
容

は

、
「
生
き
が

い
づ
く
り
」
、
「
居
場
所
」
、

「
健
康
維
持

」
、
「
見
守

り
」
、
「
買

い
物

情
報
」
等
を
、
新
間
編
集
者
は
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
募
集
し
、
費
用
は
、
無
料
が

一

番

で
す
が
有
料

（
１
０
０
円
位

）
で
も

い
い
か
と
思

い
ま
す
。
市

の
補
助
が

で

れ
ば
幸

い
で
す
。

洛
西

ニ

ュ
ー
タ
ウ

ン
は
、
京
都
市

で

一
番

の
高
齢

化
率

と
問

い
て

い
ま
す
。

こ
れ

か

ら
も

ベ

ッ
ド
タ

ウ

ン

で
あ

る

洛

西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

で
は

退
職

さ

れ

る
方

が

ど

ん
ど

ん
増

え

て
時

間

に
余

裕

の
あ

る
方

々

が

大

勢

い
ら

っ
し

ゃ

る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

洛

西

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を

「
住

み
続
け
ら

れ

る
街
」
と
す

る
為

に
は
、
こ
の
方
々

の
第

２

の
人

生

と

し

て

の

「
生

き

が

い
」
、
「
居
場
所
」
、
「
健
康
維
持
」

の
場

を
多

く
提
供
す

る

こ
と
と

「
見
守

り
」

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
生
き
が

い
」
と

し

て
は
、
現
在

洛

西

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

ア
ク

シ

ョ
ン
プ

ロ

グ

ラ
ム
推

進

会

議

が

主

体

と
な

っ
て

企

画

や
催

し
を
実

施

さ

れ

て

い
ま
す

が
、
そ
こ
に
そ
の
都
度
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す

る
こ
と
に
よ
り
、
参
加

し
た

い
企

画

や

興
味

の
あ

る
企

画

に
人

が

集
ま

る

の
で
は
な

い
か

と
考

え
ま
す
。

で
き
れ
ば

、
京
都

マ
ラ
ソ
ン
の
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
募

集

の
よ

う

に
な

れ
ば

い

い

の
で
は
な

い
か
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
登

録

制
度

を

作

っ
て
企

画
案

芦
田

康
弘

内

を
前

も

っ
て
配
布

し

興
味

の
あ

る

催

し

の

み

で
も
参

加

で
き

る
よ

う
な

シ
ス
テ
ム
に
な
れ
ば

と
思

い
ま
す
。

「
居
場
所
」
と
し

て
は
、
現
在

で
も

コ
ー

ヒ

ー

，
軽

食

等

を

提

供

す

る
場

所

を
自

宅

・
会

館

，
集

会

所
等

で
提

供

さ

れ

て

い
ま

す

が
、
毎

日
提

供

さ

れ

て

い
る
所

は
あ

ま

り
な

い
の
が

現

状

で
す
。
そ
こ
で
、
各
サ
ブ

セ

ン
タ
ー

会
館

内

の
入

国

の
空

き

ス
ペ

ー

ス
に

４
人
掛
け
テ
ー
ブ

ル
を

２
、
ろ
台
設
置

し

て
、
カ

ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー

，
コ
コ
ア

，

紅
茶

等

を

１

０

０
円

～

４

５

０
円
位

で
提

供

す

る
自

動

販
売

機

を

設

置

し

て
く

つ
ろ
げ

る
場
所

を

作

っ
て
は
ど

う
で
し

ょ
う
か
。
自
動
販
売
機

の
管
理

は
、
会
館

の
管

理
を
担

っ
て
い
る
団
体

に
委

託
す

れ
ば

そ

ん
な

に
費

用

は
掛

か
ら
な

い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
現
在

は
、
缶
飲
料

の
自
動
販
売
機
は
あ
り
ま

す
が
座

る
場
所
は
な

い
よ
う
で
す
。

「
健

康

維

持

」

と

し

て

は
、

洛

西

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン
は
自

然

の
中

に
あ

る

街

で
緑

道

が

綺

麗

に
整

備

さ

れ

て

い

る

の

で
多

く

の
方

々
が

散

歩

や
ジ

ョ

7
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「わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
カ
フ
エ
６
年

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
　
男
の
徒
然
日
記

森
田

佳
子

に
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
お
カ
ネ
を
稼

ぐ
と

い
う

こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が

ら
、
自

分
の
自
由
な
時
間
が

コ

三

ュ
ニ
テ
ィ

，
カ

フ

エ
に
拘
束
さ
れ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

れ
ど
、

こ
の
よ
う
な
時
間
拘
束
に
対
す

る
反
対

給

付

が

お

カ

ネ

で
あ

っ
た

な

ら
ば

、

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ

・
カ

フ

エ
な

ど

を

担

当

し

て

い
な

い
か

も
知

れ

ま

せ
ん
。
初
め

て
来

ら
れ

て
方
が

「
コ
ー

ヒ
ー
を
あ
り
が
と
う
叉
来
ま
す
」
と
笑

顔

で
帰

っ
て
行

か

れ

る

の
は

一
番

の

喜
び

で
す
。
そ
し

て
数
日
後
に
再
び
お

越

し
下
さ
れ
ば

…

「
わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
」

で
コ
三

ュ
二

テ

ィ

・
カ

フ

エ
を
担
当
し
て
６
年
が
た

ち
ま
し
た
。
無

理
せ
ず
に
で
き

る
範
囲

の

こ
と
を

一
生

懸

命

す

る

こ
と

に
心

掛
け

て
い
ま
す
。
長

い
こ
と
や

っ
て
い

ま
す
と
、
毎
日

の
よ
う
に
来

ら
れ
る
人

の
性
格
も
分
か

っ
て
き
ま
す
。
お
話
さ

れ

る
内
容

を

否
定

も

せ

ず

に
お

聞
き

す

る
こ
と
に
徹
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し

ま
す
と
、
こ
ち
ら
の
お
願

い
も
聞

い
て

い
た

だ

け

る

こ
と

も

あ

り
ま

す
。
確

か

に
意

見

の
違

う
と

こ
ろ
を
議

論

す

る
の
も

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

・
カ

フ

エ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り
も
お
互

い

を

認
め

含

う

こ
と
が

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な

が

ら
十

人

十

色

の
状

態

で
話
を

さ
れ

て
い
ま
す
が
、
急

に
来

ら
れ
な
く

な

っ
た
方

な

ど

は

何

か
気

ま

ず

い

こ

と
が

あ

っ
た

の
か

と

心

配

に
な

り
ま

す
。
お
互

い
に
適
当
な
距
離
を
保
ち
な

が

ら
、
深
く
干
渉
す

る
の
で
は
な
く
気

に
か

け
合

う
よ

う
な

関

係

は

面
白

い

と
感

じ

る
よ

う

に
な

り
ま

し

た
。

非

営

利

な
ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
活
動

の
た

め

と

あ

る

日

の
洛

西

わ

く

わ

く

サ

ロ

ン
の
で
き

こ
と

で
す

。

そ

の
日
も

、

い
つ
も

の
よ

う
に
、

い

つ
も

の
お

じ
さ

ん
達
が

、

い

つ
も

の
た

わ

い
も

な

い
会

話

を

楽

し

ん

で

い
ま

し
た

。

「
今

朝

も

力

三
さ

ん

と
喧

嘩

し

て
し

も
た

わ
」
と

、

Ａ
さ

ん
。
「
う
ち
も

や
」

と

、

Ｂ
さ

ん
。
「
な

ん

で
女

っ
て
あ

ん

な

に
ウ

ル
さ

い
ん

や

ろ
な

あ

？
」

と

、

話

し
が
続
き
ま
す

。

す

る

と

、

じ

い
～

と

問

い

て

い
た

大

先

輩

の

Ｚ
さ

ん
が

、
「
そ

い

で
も

な

あ

、
女

房
が

い
い
ひ
ん
と
寂

し

い
も

ん

や

で
…
」

と

、
小

さ
く

つ
ぶ

や
き
ま

し

た
。

Ｚ
さ

ん

の
奥

さ

ん
は
施

設

に
入

ら

れ

、
旦
那
さ

ん
が
お

一
人
暮

ら
し
だ

そ

う

で
す

。

数

日
後

で
す

。

こ

の

日

は

パ

ワ

ー

に

溢

れ

た

ご
婦

人
た
ち
が

ワ
イ

ワ
イ
ガ

ヤ
ガ

ヤ
。
ま

る

で
東

京

の
巣

鴨

商

店

街

の
よ

う

で
し

た

。「
Ｈ
さ

ん

、
お

宅

の

ご
主

人

、
お
加

減

い
か

が

？
」

と

問

わ

れ

た

Ｋ

子

さ

伊

藤

省

二

ん
、
「
ま
あ
、
ボ

チ
ボ

チ
や
な
あ
、
…
」

と
応

え
る
。
続
け

て

「
家

に
は
帰

っ
て

き

は

る

の
７
」

と
聞
か

れ
、
「
そ
ん
な

ん
、
そ
ん
な
ん
。
し

よ

っ
ち

ゅ
う
帰

っ

て
こ
ら
れ
た

ら
、
私
が

こ
こ

へ
来

ら
れ

へ
ん
が
な

―
」
と
。
女
子
会

の
皆
さ
ん

大
笑

い
―

ま
さ
に

「
女
は
弱
し
、
さ
れ
ど

母
は

強
し
」

の
現
実
版

″亭
主
は
弱
し
、
さ

れ

ど

女

房

は
強

し
′′
。

さ

て
、

さ

て
、

明
日
は
ど
う
な

る
こ
と
や
ら

（
笑

い
）
。

私
は
２
年
ほ
ど
前
か

ら
、
わ
く
わ
く

サ

ロ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
た
り
、
野

菜

販
売

の
お

手
伝

い
を

し

て

い
ま
す
。

と
言

っ
て
も
、
月

２
回
、
午
前
中
だ
け

の
小
さ
な
、
小
さ
な
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
で

す
が
、
実

に
楽
し
く
、
心
安

ら
ぐ

ひ
と

時

で
す
。

な
ぜ
だ

ろ
う
７
何
故
、
わ
く
わ
く
サ

ロ

ン

で

″ほ

っ
と
″

す

る

の
だ

ろ
う

か

７そ
の
答

え
の

一
つ
が
、
こ
の

″亭

王ヽ

は
弱
し
、
さ
れ
ど
女
房
は
強
し
″

で
は

な

い
だ

ろ
う
か
と
、
最
近
気
が

つ
き
ま

し
た
。

E鷲1■■



わくわく通信 第11号

よ
く
、
定
年
後

の
亭
主
は
粗
大

ご
み

だ

と

言

わ

れ

ま

す

が
、
我

が

家

も

ま

た
、
毎
朝

ご
み
掃
除
バ
ト
ル
が
繰
り
返

さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
げ

く

の
果

て
に
、

「
は

よ
、
ど

こ
か

行

っ
て
き

よ

じ
―
」

と
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
行
き

つ

い
た

の
が

洛

西

わ

く

わ

く

サ

ロ

ン

で
す
。

こ

こ
に
は

同

じ
境

遇

の
仲

間
が

い

る
。
皆

で
ワ
イ

ワ
イ
や

っ
て

い
る
と
、

か

み
さ
ん

（
神
さ
ん
、
上
さ
ん
）
と

の

バ
ト
ル
を
忘
れ
さ
せ
、

″活
き

る
意
欲
″

を
再
生
し

て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
、
男
と
女

の
本
音
が
飛
び
交

う
居
場
所
、
そ
れ

こ
そ
が
洛

西
わ
く
わ

く

サ

ロ
ン

の
真

骨

頂

で
は
な

い
か

と

思

い
始
め
た
昨
今

で
す
。

皆
さ
ま
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願

い

し
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
☆
ワ
ク
ワ
ク
ら
≦
う
く
ピ
ア
ノ
講
師
　
長
瀬

利
絵
子

ど
あ

ら
ゆ

る
五
感
を
使

い
、
よ
り

一
層

深
く
、
心

で
相
手
を
感

じ
る
こ
と
が

で

き

る
の
で
す
。
た
だ
た
だ
人
が
傍

ら
に

い
る
だ

け

で
も
気

持

ち
が

安

ら
ぐ

も

の
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
「
練
習
し

て
な

い
け

ど

、
皆
と
お
し

ゃ
べ
り
し
た

い
し
来
た

ワ
」
そ
ん
な
人
々

の
集

い
と
し

て
の
居

場
所

で
あ

る
わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
。

今
日
も
ま
た

、
キ

ラ
キ

ラ
と
輝
く
生

徒

さ

ん
に
ピ

ア
ノ
を
奏

で
て
も

ら

い
、

ワ
ク

ワ
ク

と
お

茶

会

を
楽

し
む

ひ
と

と
き
な

の
で
し
た
。

● 註

日

ご
と

に

キ

ラ
キ

ラ
春

を
感

じ
ま

す
今
日

こ
の
頃
、
こ
こ
、
わ
く
わ
く
サ

ロ

ン
に
は

ワ
ク

ワ
ク

い

っ
ぱ

い

の
生

徒

さ

ん
が
ピ

ア
ノ
を
奏

で
る
た

め

に

来

て
く
れ
ま
す
。
コ
ｃ
ん
に
ち
は
」
ズ
フ

日
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

少

人

数

の
グ

ル
ー
プ

で
時

に

は
笑

い
合

っ
た
り
、
時

に
は
語
り
あ

っ
た

り

と

和
気

あ

い
あ

い
と

し
た

中

で
音

楽

を

一
緒

に
楽

し

む

ひ
と

と

き
。

私

に

と

っ
て
何
よ
り
の
至
福

で
す
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
私
、
わ
く
わ
く
さ

ろ
ん

で
ら
く

ら
く
ピ

ア
ノ
教
室

を

開

講

し

て

５
年

目

に
な

る
講

師

の
長
瀬

利
絵

子
で
す
。

ピ

ア
ノ
教

室

と

い

っ
て
も

目
的

は

お
茶
会
が

８
割
。
少
し
ピ

ア
ノ
を
奏

で

た

後

に

コ
ー

ヒ
ー
等

を
飲

み
な

が

ら

話

に
花

を

咲

か

せ

て
楽

し
む

集

ま

り

な

の
で
す
。

ま

た
ピ

ア
ノ
を
奏

で
に
来

て
下
さ

ろ
生
徒
さ
ん
に

つ
い
て
、
年
齢
も
ピ

ア

ノ

の
経

験

も

様

々

で
何

よ

り
も
、
生

き

方

そ

の
も

の
が

十

人

十
色

の
方

々

な

の
で
す
。
終
戦
を
た
く
ま
し
く
生
き

抜

い
て
こ
ら
れ
た
方

、
様
々
な
病
を
か

か
え

て
お

ら
れ

る
に
も
か
か

わ

ら
ず

、

と

っ
て
も
明
る
く
元
気
な
方

、
ご
家
族

の

こ
と
を

心

か

ら
愛

さ

れ

て

い
る
方

な
ど
…
。

今
、
世

の
中

は
空

前

の

イ

ン
タ

ー

ネ

ツ
ト
ブ

ー
ム
で
す
。
ネ

ツ
ト
に
よ

っ

て
世

界

の
人

々

と

の
繋

が

り
を
感

じ

る

こ
と
が

出

来

ま

す
。

そ

し

て
自

分

の
世

界

を

い

つ
で
も
ど

こ
に

い
て
も

発
信
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
け
れ
ど

も
そ
こ
に
は
自
分
以
外

の
現
実

（
リ
ア

ル
）な
人
間
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
た
だ

、

孤
独

な
自

分

の
世

界
が

画

面

の
中

で

非

現
実

に
存

在

し

て

い
る
だ

け
な

の

で
す
。
現
在

の
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
の
世

界

で
は
人

と
人

と

の
繋

が

り

に
限

界

が
あ
る
の
で
す
。
ど

ん
な

に
文
明
が
発

達
し
た
と

こ
ろ
で
人
は
、
自

分
以
外

の

誰
か

の
存
在
を
求
め

て
し
ま

い
ま
す
。

人
は
本
来

、
人
と
人

の
付
き
合

い
方

と

し

て
相

手

の
意

見

を
直

接

聞
き

真

意

を
心

で
理
解

し
よ

う
と
努
め
ま
す
。

相

手

が

目

の
前

に
存

在

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
視
覚

、
聴
覚

、
時

に
は
触
覚
な

9
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きようされん 第41回全国大会 in京都をみて

全国大会h京都

きょうされん第41回全国大会 i∩京都が平成30年 9月 21日～

22日、国立京都国際会館で5500名の参加のもと行われた。

この会のねらいは、障碍のある人もなしヽ人も誰もがわけ

へだてなく生きていける社会、あたりまえの暮らしを創り出

していく社会をめざしそのため障碍者権利条約を地域のすみ

ずみに生かすことをねらいとして開催された。

私たち地域住民としてこの呼びかけにどのように応えるか

を課題として先ず、「きょうされん」、全国大会が開催され

たことを矢□っているかをアンケートした。
Q「きようされん」何の会ですか

Qきようされん第41回全国大
会in京都が京都国際会館で

行われたこと

知つてしヽた  Q障 害者基本条約のあるの
は知つている

33知らない
知つてしヽた

Q洛西にある障害者施設をご存知ですか、
知つてしヽる施設名をお書き下さい

33知らなかつた

32知らなしヽ
ふれあいの里

洛西寮

授産施設

0                            5

QNPO法 人洛西福祉ネットワークでは障碍
(知的)をもつた人との交流会を2ケ月にぼ
らんていあを募集しております

鑢しても良い

た
に

』サ鮭つ
需
繊
獲
藤量

颯
輻
曹
艦
―

量

驚
畷
警
麟
鮮
―

２
辟

輩肉

Q障害者も安心して住み続けるには何が必要
ですか

共助の出会しヽができる場所づくり

民生、行政、民間のスムーズな連携の取れるシステム作り

歩道の整備

家族の愛情

地域の理解

介護する人への援助

住民回りの方の意識

バリやフリーが充実している。

福祉につし1ての理解がある。

障碍に応じた環境整備が出来てし1る。

共生`共有 ,共存ができる環境。

行政を利用する

地域の中で生活している姿が分かるとよいと思う。
31参カロしたくない

10
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き

よ
う
さ
れ
ん
と
は

き

ょ
う
さ
れ
ん
は
、
４
９
７
７
年
に

障

碍

の
あ

る

ひ
と

た

ち

の
願

い
の
も

と
に
、
１６
ケ
所

の
共
同
作
業
所
に
よ

っ

て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
就
労

事
業
を
は
じ
め
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

相
談
事
業
な
ど

、
障
碍

の
あ

る
人
が
生

き

て

い
く

上

で
関

わ

る
す

べ

て

の
事

業
を
対
象
と
し

て
お

り
、
約

４
８
５
０

カ
所

の
会
員

（
加
盟
事
業
所

）
に
よ
り

構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
会

は
結
成

以
来

、
「
わ
た

し
た
ち

の
め
ざ
す
も

の
」
を
軸

に
、
会
員
間

の

交

流
、
学

習
、

要
請

運

動

な

ど

を

通

し

て
、
小
規
模
作
業
所
問
題

の
解
決
を

は
じ
め
、
障
碍
の
あ

る
人
た
ち

の
ゆ
た

か

な

地
域

生

活
を

支

え

る
制
度

づ

く

り
、
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し

て
と
り
く

ん

で
き
ま
し
た
。
国
会
請
願
行
動
や
政

策
提
言
、
要
望
活
動
な
ど
を
く
り
か
え

し
、
政
党

の
枠
を
超

え
、
政
策
を
通
し

て
手
を

つ
な
ぎ

、
障
碍
の
あ
あ
る
人
た

ち

の
施
策
拡
充

に
努
め

て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
障
碍
分
野
の
み
な

ら
ず
社
会
保

障
分
野
の
関
係
団
体
と

手
を
結
び

、
大
集
会
や
学
習
会
な
ど

に
も

活
動

の
範

囲

を

ひ

ろ
げ

て

い
ま

す
。

２
０
１
４
年
度
か
ら
は

「
あ
た
り
ま

え

に
働

き

え

ら

べ

る
く

ら
し
を

～
障

碍
者

権

利
条

約

を

地
域

の
す

み
ず

み

に
～
」
を
新
た
な
結
集
軸

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
障
碍
者
権
利

条
約

に
基
づ

い
た
法
整
備
が
な

さ
れ
、

障

碍

の
あ

る
人

た

ち

へ
の
理
解

が

社

会
に
広
く
浸
透
し
根
付
く

こ
と

で
、
障

碍

の
あ

る
人

た

ち
が

安

心

し

て
地

域

生

活
を

送

る

こ
と
を

め
ざ

し

活
動

を

続
け

て
い
ま
す
。

き

よ
う
さ
れ
ん

の
め
ざ
す
も

の

「
き

ょ
う
さ
れ

ん
」

は
、
そ

の
前
身

を
共
同
作
業
所
全
国
連
絡
会

（
略
称

，

共
作
連

）
と
し
て
４
９
７
７
年

８
月
６

日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成

の
目
的

は
、
国
に
対
す

る
全
国
規
模

で
の
要
求

運
動
を

展
開
し

て
い
く

こ
と

で
あ

り
、

各

地

の
共

同
作

業

所
づ

く

り
運
動

の

経

験

を

深
め

含

う

こ
と

に
あ

り
ま

し

た
。
無

認
可
の
共
同
作
業
所
に
よ
る
連

絡
会
組
織

と
し

て
の
出

発

で
し
た
が
、

現
在

で
は

働

く

場

に
加

え

て
活
動

の

場
や
生
活
の
場
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど

、
成
人
期
障
碍
者

の
地
域
生
活
を

支

え

て

い
く

た

め

の
多

様

な

社

会

資

源
に
よ
る
事
業
体
組
織
と
し

て
、
運
動

体

と

し

て
新

た

な

発

展
を

遂
げ

つ

つ

あ
り
ま
す
。

わ

た

し
た

ち

の
地

域

を

舞

台

と

し

た

労

働

と
生

活

の
営

み
は
成

人

期
障

碍
者

の
発
達

と
健

康

の
保

障

を

現
実

の
も

の
と
し
、
ま
た
絶

え
問
な

い
要
求

運
動
は
、
関
連
す

る
法
制
度

の
拡
充
に

お

い

て
も

か

け
が

え

の
な

い
生

活

を

築

い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、　
一
人

ひ

と

り
が

働

く

こ
と

の
喜
び

と
生

活

の

ゆ
た
か
さ
を
真
に
実
感

し
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ

ー

シ

∃
ン
社

会

の
実

現

と

い
う

視
点
か
ら
す

る
な

ら
ば

、
わ
た
し
た
ち

の
実

践

と

そ
れ

を

支

え

る
条

件

は

ま

だ
ま
だ

不
完
全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ

る
障
碍
に

対
し

て
、
ま
た
障
碍

の
重

い
人
び

と
を

絶

え
ず
念
頭
に
お
き
、
共
作
連
結
成
時

の
志
を
礎
と
し

て
、
次

の
諸
点
を
不
断

に
め
ざ

し
実
践
、
経
営

、
運
動
を
発
展

さ
せ

て
い
き
ま
す
。

１
た
し
た
ち
は
、
障
碍

の
あ

る
人
び

と

が
労
働
を
通
じ

て
社
会

に
参
加

し
、

ま

た
、
地

域

で

の
ゆ
た

か

な

暮

ら

し
を
築

く
権

利

の
保
障

を
め
ざ

し

ま
す
。

２
わ
た
し
た
ち
は
、
障
碍
の
あ

る
人
び

と

と
関
係
者

一
人

ひ
と

り
が

大

切

に
さ

れ

る
事

業

体

と

し

て
民
主
的

な
経
営
を
め
ざ

し
ま
す
。

ろ
わ
た
し
た
ち
は
、
地
域

に
お
け
る
共

同

の
事

業

や

運
動

を

す

す

め
、
障

得

の
あ

る
人

々
が

生

き
が

い
と
誇

り
を
も

て
る
社
会
を
め
ざ

し
ま
す
。

４
わ
た
し
た
ち
は
、
障
碍

の
あ

る
人
び

と

の
夢

あ

る
明

日
を

め
ざ

し
、
科

学

と
創

造

の
視
点

を
大

切

に

し
な

が

ら
団
結
し

て
前
進
し
ま
す
。

４

！

４

Ｉ
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きようされん 第42圃全厄大会in敷魃習じ曇ン論彗晶
ともに生きる ともに創る 夢ある未栞へ 京都から

きょうされん 第41回 全国大会 i輸 京都

熱い議論が交わされた特別分科会

公開国際シンポジウム

「世界の宝物障害者権
‐
l条約を地域のすみずみにJ

ドン マッケイ氏

(国連障害者権利条約特別委員会 元議長)

マリア・ソリダード氏

(国連障害者権il委員会 元委員長)

第10回グツズデザインコンクール|・
‐
・
‐■■

入 賞 作 品 展 示 |

「きぼうの葉 Jに みんなの「夢Jや「ねがいJを書いて「きばうの森Jを創る

真剣な議論の一方で楽 しい企画もたくさん

ぶi:|

12

ぎっしり埋 まった京都 国際会館 メインホーん オーニングセ レモニー

tl■ ■争|■■|

::    |■ |

地元で待つ仲間に京都のお土産

来年の開催地・愛知 飛ぶ ように売 れた全 国の仲 間がつ くる品々
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第41回全国大会アピール

「 学校に行きたい、友だちがほしい」「 どんなに障害の重い子どもたちにも教育を」という、障害児の教育

権保障をめざす京都北部での先駆的な運動は瞬く間に全国にひろがり、1979年の養護学校義務制を実現させ

ました。こうした運動のなかで開校された京都府立与謝の海養護学校 (現在の与謝の海支援学校 )では「 11

すべての子どもにひとしく教育を保障する学校をつくろう。 2.学校に子どもを合わせるのでなく、子どもに合つ
た学校をつくろう。 3.学校づくりは箱づくりではない、民主的な地域づくりである。」という教育理念が掲げ
られました。この理念は運動の大切さと公的な責任はいかにあるべきかを、半世紀を経た今なお、わたしたち

に問いかけています。

かつての障害児の教育権保障をめざす京都北部のエネルギーは、卒業後の進路保障をすすめる運動に引き

継がれ、共同作業所づくり運動が京都各地でも生まれました。やがて、京都府における共同作業所に対する

補助金は都道府県の中でも高い水準に到達し、全国の関係者を励ましました。その背景には、行政による努

力はもちろんですが、それを後押ししたきようされん京都支部のとりくみと会員事業所の結集、そして多くの

関係団体のみなさんのご支援が欠かせませんでした。まさに協力・協同の運動があつたからこそ実現できた

成果でした。

そして今ここに幕を開じようとしている第41回全国大会も、まさに多くの関係団体と市民のみなさんに支えられ、

無事にエンディングを迎えています。

19年ぶりに京都で開催された本大会は、障害のある人約2000人をはじめ、ボランティアを含め、実に5500

人の参加者で大きな成功を収めることができました。わが国が障害者権利条約を批ヒ准してから間もなく5年に

なります。本大会で一般公開した国際シンポジウムでは、国連障害者権利条約特別委員会の元議長であるドン・

マツケイ氏と、国連障害者権利委員会の前委員長であるマリア・ソリダード氏を招き、世界水準から日本の障

害施策のレベルを多くの市民のみなさんとともに検証しました。

日本が2016年6月に国連に提出した政府報告には、障害者基本法第19条に基づき、国及び地方公共団体に

対して障害者の優先雇用の施策を義務付けていることが明記されています。しかし、この1カ月間で浮かび上がつ

てきたことは、実に国の行政機関の8割にものぼる中央省庁等で障害者手帳が交付されていない職員を「 障

害者」として雇用率に算定するといつた、しヽわゆる「 水増し」雇用問題でした。

障害のある人の社会参加を促進するために、率先して民間の手本となるべき国の行政機関のこうした体た

らくぶりは、権利条約の締約国として恥をさらしたようなものです。今月は国が定める「 障害者雇用支援月間」

ですが、実に空々しい限りです。

また、旧優生保護法下での強制不妊手術問題や、大阪府寝屋川市と兵庫県三田市での相次ぐ現代版「 座敷

牢」とも言える障害者監禁事件など、障害のある人と家族をめぐる状況は、100年前にかの呉秀三氏が「 我

が国十何万の精神病者は実にこの病を受けたるの不幸の外に、この国に生れたるの不幸を重ぬるものと云ふ

べし」と指摘してから、基本的には何も変わらないというのが、わたしたちの実感です。

さらに障害のある人の暮らしに追い打ちをかけているのが、今年も各地を襲った自然災害です。

西日本を中心に全国に甚大な被害をもたらし、200人以上が犠牲となつた 7月の豪雨や、今月6日に北海道

全域を襲つた地震でも、亡くなった方の多くは避難が困難な方でした。そして、被災地では障害のある人が安

′し、して身を寄せられる場所が少なく、多くの障害のある人や家族が、孤独な避難生活を強いられています。また、

被災した施設や事業所の中には再開のめどが立たないところもあり、継続的な支援が必要とされています。

このように、わたしたちは、全国各地で多くの障害のある人や家族が、生きるうえでの困難さに直面してい

ることを実感しています。さらに、10月 1日から生活保護基準の引き下げが始まります。だからこそ一一一

「 平和のうちに生存する権利」を守らねばならない。

憲法9条と25条を守らねばならない。

絶対に、憲法を変えてはいけない。

本大会でお互いに確認した、障害のある人もない人も誰もがわけへだてなく生きていける社会、あたりま

えの暮らしを創り出していく社会をめざしましょう。そのため、障害者権利条約を地域のすみずみに生かすと

りくみを、さまざまな分野とつながることの大切さを柱に大きく広げましょう。

わたしたちはこのことを、40年を超える運動の歴史と伝統を引き継ぎつつ、「 ともに生きる ともにallる
夢ある未来へ」向けて、ここ京都から全国のみなさんに呼びかけます。

2018年9月 22日

きょうされん第41回全国大会 in京都参加者一同

13
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き
よ
う
さ
れ
ん
第
４．
回
全
国
大
会
ｉｎ
京
都
を

ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
か

社
〈〓福
祉
法
人
を
う
ぐ
さ
福
祉
〈〓　
濱
野
亜
希
子
さ
ん
に
間
く

間
き
手
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洛
西
福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
　
齋
藤

信
男

津
田

信
吾

き

ょ
う
さ

れ

ん
第

４．
回
全

国

大

会

ｉｎ
京

都

が

昨

年

９
月

２．
日

（
金

）
～

２２
日

（
土
）
に
か
け

て
国
立
京
都
国
際

会

館

に

５

５

０

０
名

の
参

加

の
も

と

開
催
さ
れ
た
。

今

回

は

日
本

が

「
障

害

者

権

利

条

約
」
を
批
准
し

て
か

ら
５
周
年

の
節

目

の
年

で
あ

り

こ

の
権

利

条

約

で
謡

わ

れ

て

い
る
、
誰

も

が

わ

け

へ
だ

て
な

く
安

心

し

て
暮

ら
せ

る
社

会

に

一
歩

で
も

ち

か

ず

く

こ
と

を

め
ざ

し

て
取

り
組
ま
れ
、
関
係
者
に
は
盛

り
上
が

っ

た
有
意
義
な
大
会

で
あ

っ
た
が
、
地
域

の
住
民
に
は
、
ほ
と
ん
ど

理
解
さ
れ

て

い
な

い
よ

う

に

思

わ

れ

た

の

で
今

後

ど

の
よ
う
に
広
め

て
い
く

の
か
、
ま
た

現
場

で
の
取
り
組

み
に

つ
い
て
、
現
場

の

一
線

で
と

り
く
ま
れ

て
い
る
、
「
社

会
福
祉
法
人
あ

ら
さ
ぐ
さ
福
社
会
」
障

害

者

福

祉

セ

ン
タ

ー
あ

ら
ぐ

さ

セ

ン

タ
ー
長
、
濱
野
亜
希

子
さ
ん
に
お
聞
き

し
た
。

Ｑ
　
先

ず

社

会

福

祉

法

人

あ

ら
ぐ

さ

福
社
会
に

つ
い
て
お
間
か
せ
下
さ

い
。

Ａ
　
会

の
理
念
は
次

の
通
り
で
す
。

あ

ら
ぐ
さ

の
め
ざ
す
も

の

あ

ら
ぐ
さ
福
社
会

の
理
念

「
あ

ら
ぐ
さ
」
は
、
「
ど
ん
な
に
障
害

が
お
も
く

て
も
、
乙
訓

で
こ
の
子
を
育

て
た

い
、
暮

ら
さ
せ
た

い
」
と
強
く
願

う
親

た

ち

が

力

を

合

わ

せ

て
生

み
出

し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
あ

ら
ぐ
さ

福
社
会

は
、

そ

の
願

い
を
引
き
継
ぎ

、

発
展
さ
せ
、
障
害
者
が
豊
か
に
、
安
心

し

て
暮

ら

し
が

で
き

る
地

域

社

会

を

め
ざ

し
ま
す
。

１
ど

ん
な

に
障

害

が

重

く

て
も

一
人

ひ
と
り
の
人
格
を
尊
重
し
ま
す
。

２

一
人

ひ
と

り

の
生

き

生

き

と

し
た

生
活
と
社
会
参
加
活
動
を
通
し

て
、

人

間

と

し

て
の
豊

か

さ

や
生

き

が

い
を
支
援
し
ま
す
。

３
障

害

の
あ

る
人

が

将

来

に
わ
た

っ

て
安

心

し

て
暮

ら
せ

る
地
域

社
会

を
め
ざ

し
ま
す
。

Ｑ
　
で
は
、
昨
年

の
全
国
大
会
は
大
変

盛

り

上
が

り
ま

し

た

が
、

わ

た

し
た

ち
住
民

の
中

で
は

「
き

よ
う
さ
れ
ん
」
、

「
障
害
者
権

利
条
約

」

に

つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知

ら
な

い
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た

り
を
ど

の
よ
う
に
み
ま
す
か

？

Ａ
　
当
事
者

、
間
係
者
以
外

に
知

っ
て

も
ら
う
の
は
な
か
な
か
、
自
分
自
身

の

問

題

と

し

て
捉

え

る
は

困
難

だ

と
感

じ

て

い
ま

す
。

大

会

が

終

わ

っ
て
か

ら
、
終
わ
り
で
な
く
大
会
を
通
じ

て
繋

が

っ
方

、
新
た
に
し
り
あ

っ
た
方
と

こ

れ

か

ら
ど

う
し

て

い
く
か

人

事

に

し

た

い
と
思

い
ま
す
。

今
後

「
き

ょ
う
さ
れ
ん
」
か

ら

つ
な

が

り
を

も

っ
て

い
く

こ
と
が

大

切

で

す
。

Ｑ
　
私

は

初

め

て
あ

の
大

会

に
参

加

し

て

「
き

よ
う
さ
れ
ん
」
を
知

り
ま
し

た
。

Ａ

　

「
き

ょ
う
さ
れ
ん
」

の
発
祥
地
は

京
都

で
す
か

７

Ｑ
　
い
や
京
都

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
京

都

は
養

護

学
校

現
在

の
支

援

学

校

の

取

り
組

み
が

京

都

府

北
部

の
障

害

の

あ

る
子
供

た

ち

の
教

育

権

保

障

運
動

と
、
与
謝

の
海
養
護
学
校
を
は
じ
め
と

し
た

教

育

実

践

に

そ

の
前

身

が

あ

り

ま
し
た
が

、
共
同
作
業
所

の
ス
タ
ー
ト

は
愛
知
県

で
す
。

Ｑ
　
参

加

者

５

５

０

０
人

の
う
ち
ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
が

８

０

０
人

に
お

ら
れ

た
よ
う

で
す
が

、
ど

の
よ
う
し
て
集
め

ら
れ
た

の
で
す
か
７

Ａ

　

一
般

募

集

と

関
係

団
体

に
依

頼

を

か

け

て

募

集

を

呼

び

か

け
、

大

学
、
京
都
市
内

の
高
校

の
ボ

ラ
ン
テ
ア

サ

ー

ク

ル

で
説

明
を

し
た

ら
学

生

さ

ん

も
障

害

を

も

っ
た

人

が

お

ら
れ

る

こ
と
、
そ
し

て
作
業
所

で
頑
張

っ
て
お

ら
れ

る

こ
と

を

初

め

て
知

っ
た

と

い

う
人
も
お

ら
れ
た
。

Ｑ
　
日
常

的

に

は
知

っ
て
も

ら

う

こ

と

に
ど

の
よ

う

に

取

り
組

ん

で
お

ら

れ
ま
す
か

、
例
え
ば
地
域
自
治
会
に
参

加
さ
れ

て
ま
す
か

７

Ａ

　

「
あ

ら
ぐ
さ
」

と
し

て
で
す

か
、

加
盟
し

て
な

い
で
す
ネ
、
で
も
地
域
交

流

に

つ

い

て
は
計

画

し

て

い
る
と

こ

ろ
で
、
今
新
し

い
建
物
に
地
域
交
流
室

を

作

っ
た

の

で

こ
れ

か

ら
ど

の
よ

う

に
使

う
か
考

え

て
い
る
と

こ
ろ

で
す
。

こ

の
施

設

は
地
域

の
中

に
あ

る

の

で

地
域

に

理
解

し

て
も

ら

う

こ
と

が

大

14
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切

で
す
。

Ｑ
　
障

害

者

を

理
解

す

る

に
は
交

流

す

る
場
が
あ

る

こ
と
だ

と
思

い
ま
す
。

こ
の
前

の
大
会
と
か
。

Ａ
　
そ
う
で
す
ね
交
流
が
必
要
で
す
ね

Ｑ
　
一父
流

室

を

考

え

て
お

ら
れ

る
よ

う
で
す
が
、
今
は
私
た
ち

の
高
齢
者

の

み
の
居
場
所

で
な
く
、
若

い
世
代

、
子

供

食

堂

等

あ

ら
ゆ

る
世

代

、
障

害

を

も

っ
た
人
、
持
た
な

い
人
が
交
流
す

る

場
が
求

め

ら
れ

て

い
る
よ

う

で
す

の

で
、
そ
の
よ
う
な
も

の
を
計
画
さ
れ
た

ら
と
思

い
ま
す
。

Ａ
　

地

域

で
ど

の
よ

う
な

方

々
が

生

活
さ
れ

て
い
て
、
ど

の
よ
う
な

二
―
ズ

を

も

つ
て
お

ら
れ

る

の
か

調
査

し

て

お
り
ま
す
。

こ
れ
が
使
え
れ
ば
交
流
が

深
ま
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
　
一Ｃ
の
仕

事

に
対

す

る
国

の
対
応

は
ど
う
で
す
か

Ａ
　

国

は
ど

ん
ど

ん
社

会

保
障

費

を

切
り
下
げ

て
き

て
い
ま
す
。
国

の
責
任

が
後
退
し
、
地
域

の

「
助
け
含

い
」

の

み
が
協

調
さ
れ
、
「
共
生
」
と

い
い
な

が

ら
、
結

局
、
障

害

者

総

合

支

援

法

を
、
介
護
保
険
制
度

に
吸
収
す

る
こ
と

を

目
指

し

て

い
る

の

で
は
な

い
か

と

懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
き

ょ
う
さ
れ

ん
」
も

「
共
助
」
と

い
い
ま
す
が

「
公

助

」
と

い
う
土
台
が

あ

っ
て
の
も

の
で

現
在

は

土
台

が

削

ら
れ

て

の

「
共

助

」

で
す

。
最
近

で
は
自

己
責
任

と
よ
く
言

わ

れ

障

害

を

も

っ
て

い

る

こ
と

も

自

己
責
任

み
た

い
に

い
わ
れ
ま
す

。

Ｑ

　
と

こ

ろ

で
き

ょ

う

さ

れ

ん

に

は

「
と

も

」

と

い
う
冊

子
が

あ

り
ま

し
た

ネ

あ

の

冊

子

は

ど

の
あ

た

り

ま

で
配

布

さ
れ

て

い
ま
す

か

？

Ａ
　

き

よ

う

さ

れ

ん

の
賛

助

会

員

に

は
送

ら
せ

て
も

ら

っ
て

い
ま
す

。

Ｑ

　

も

っ
と

多

く

の
人

に

読

ん

で
も

ら

う

と

理
解

が

深

ま

る
と

思

い
ま

す

。

地

域

の

図

書

に

置

く

の
も

ひ

と

つ

で

す

。
賛
助
会

員

に
な

る
に
は
ど

う
す

れ

ば

よ

ろ
し

い
か

？

Ａ
　

き

よ

う

さ

れ

ん

に

加

盟

の
施

設

に
申

し
込
ん

で

い
た
だ

く
か

、
き

ょ
う

さ

れ

ん

の
ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

で
申

し

込

め
ま
す

。

Ｑ

　

「
き

よ
う
さ
れ

ん
」

に
加

盟

の
事

業

所
は
ど

れ
位

あ

り
ま
す
か

？

Ａ
　

こ

の
地

域

で

２。

程

あ

る

な

か

で

２
事
業

所

の
み

で
す

。

Ｑ
　
少
な

い
で
す

ね

ェ

Ａ
　

そ
う

で
す

。
「
き

ょ
う
さ
れ

ん
は
」

助

成

金

な

し

の
運

営

で
自

主

運

営

で

や

っ
て

い
ま
す

か

ら
、
助
成

金
が

あ

る

と

言

い
た

い

こ
と

が

言

え

な

く

な

る

の

で
あ

く

ま

で
自

主

独

立

で
運
動

を

広

め

て

い
く

こ
と
を

中

心

に

し

て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
賛
同
く
だ
さ
ろ
事

業
所

の
参
加
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
　
就

労

事

業

に

つ

い

て
お

問

き

じ

ま
す
。

Ａ
型
と

Ｂ
型
が
あ

り
ま
す
が
、

「
あ

ら
ぐ
さ
」

で
は
ど

う
で
す
か

Ａ

　

「
あ
ら
ぐ
さ
は
」
Ａ
型
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
と
も
と

こ
の
制
度
が

で
き
る

前

か

ら
障
害

の
重

い
人

を

受

け

る
と

し
て
作

ら
れ
た
施
設

で
し
た
、
新
制
度

が

出

来

て
就

労

す

る
人

向

け

に

Ａ
型

が

で
き
ま
し
た
が

「
あ
ら
ぐ
さ
」
に
は

Ａ
型

に
該

当

す

る
人

は

お

ら
な

か

っ

た

の

で
Ｂ
型

と
生

活
介

護

型

の
み

の

施
設
と
し

て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

Ｑ

　

「
障
害
者
権
利
条
約
」
に

つ
い
て

は
中
身
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な

い
し
、
私

た
ち
が
読
む
機
会
も
な

い
の
で
す
が
、

と

り
あ

え
ず

こ

の
よ

う

に
考

え
今

後

深
め

て
い
き
た

い
と
お
も

い
ま
す
。

基

本

は

日
本

国
憲

法

に
あ

る
憲

法

２５
条
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康

で
文
化

的

な

最
低

限
度

の
生

活
を
営

む
権

利

を
有
す

る
。
を
形
骸
化
さ
せ
な

い
よ
う

一
つ
ひ
と

つ
を
確
認
す

る
こ
と

で

「
障

害

の
あ

る
人

も

な

い
人

も
だ

れ

も
が

わ

け

へ
だ

て
な

く
生

き

て

い
け

る
社

会
、
あ
た

り
ま
え
の
暮

ら
し
を
幅
広

い

つ
な

が

り

の
中

で
創

り
出

し

て

い
く

」

こ
と

を

め

ざ

す

と

こ

ろ

に

あ

る

と

思

い
ま
す

。

「
き

よ
う
さ

れ
ん
」
に

つ
い
て
叉

「
障

害

者
権

利
条
約

」

の
考

え
方

も
少

し
理

解

で
き
ま

し
た

、
今
後
も
機
会

を

日
常

生

活

の
中

で
と

ら
え

「
障
害

の
あ

る
人

な

い
人

も

住

み
や
す

い
ま

ち
づ

く

り
、

生
き
が

い
づ

く

り
」

に
協
力

し

て

い
き

ま
す

。
あ

り
が

と

う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

甍

【
福
祉
法
人

あ

ら

ぐ

さ

福

祉

会

〒
６
１
７
１

０
８

１
ろ

長
岡
京
市

井

ノ
内
広
海
道

４２
‐

ろ

ＴＥＬ

０
７
５

（
９
５
５
）
９
２
１
２

剛

０
７

５

（
９
５

ろ
）
９
２
１
５

∞「∞∞⊂∽∞（）⊃〓けて・〇〇
う⊃

≦
≦
≦
ｂ
Ｓ
∞⊂∽∞‐ど
末⊂∽〓
・』０

《
事
業

所

》

障
害

者

福
祉

セ

ン
タ

ー
あ

ら
ぐ
さ

デ

イ
セ

ン
タ

ー
あ

ら
ぐ
さ

ワ
ー
ク
セ

ン
タ

ー
あ

ら
ぐ
さ

ケ

ア
ホ

ー

ム
か
ざ

ぐ

る
ま

ケ

ア
ホ

ー

ム

い
ろ
ど

り

シ

ョ
ー
ト

ス
テ
イ

い
ろ
ど

り

サ
ポ

ー

ト
セ

ン
タ

ー
あ

ら
ぐ

さ

相
談
支

援

セ

ン
タ

ー

み
ち
く
さ
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わくわく通信 第11号

夕褥雖わくサ国魃Jな 018年炒燿颯蠅釉

胚鶉訳 障害者が住裔やないな書づくり

高齢者の「居場所」としてカフェの開催 明～金)

昼食会 (毎週金曜日)

趣味の同好会 鯛・水・木・金曜日)

障碍をもつた人との交流会

第 4回洛西居場所交流会 (2019年 3月開催予定)

サブセンター周辺の住民の集い (第 5回わくわくマルシェ)

買い物支援 ※2018年度より支援開始

魚屋さん (毎週月曜日)

大原野野菜の朝市 (毎週月 ,水・金曜日)

買い物取次所 (アグロス胡麻郷 )(毎月 1回 )
山田製油 :ごま油製品 (毎月第 2水曜日)※

みずほフアーム :たまご販売 (毎月第 4・ 3金曜日)※

京都生協「おかいもの便」巡回支援 (竹の里・境谷地域13箇所)

豊かな暮らしをつ くる

～空いた時間を趣味の同好会で～

わくわく短歌同好会

わくわく俳句同好会

らくらくピアノ教室 (初級 ,中級 )

つむぎのじかん

わくわく英会話教室

わくわく書道教室

ず

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
で
の
経
験

ぃ
・　
　
京
都
経
済
短
期
大
学

今
村

陽
菜
子

一　
　
わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
で
の
活
動
は
、
い

・

ろ
ん
な

経

験

を

す

る

こ
と
が

で
き

ま

　̈
し
た
。
主
な
活
動
と
し

て
、
毎
週
金
曜

壼

日
に
昼
食
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昼
食

幸　
会

に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
皆
さ
ん
イ
キ

欝
　
イ
キ

し

て

い

て
毎

回

私

た

ち

が

元
気

、　
を
も

ら

っ
て

い
ま
す
。
昼
食
会

で
は
、

一　
同
年

代

の
友

人

と

の
会

話

で
は

で
な

・
，
い
よ
う
な
話
題
が
多
く
、
毎
週
お
話
を

つ

間

く

の
を
楽

し

み

に
参

加

し

て

い
ま

キ
〓
す
。
昼
食
会

の
他
に
は

ス
マ
ホ
教
室
と

″　
わ

く

わ

く

マ
ル

シ

エ
で

の
ク

ツ
キ

ー

‘・

販
売
と
輪
投
げ

、
ス
ト
ラ

ツ
ク

ア
ウ
ト

・・

を
行

い
ま

し
た
。

ス
マ
ホ
教
室

で
は
、

一“
初
め

て
人
に
教
え
る
立
場
に
な
り
、
上

。」

手

く
伝

え

る

こ
と

が

で
き
な

い
反
省

」

も
ぁ

り
ま
し
た
が
、
就
職
先
な
ど

で
次

，撃

に
も

し

こ
う

い

っ
た

機

会

が

あ

っ
た

・　
と
き
に
生
か
せ
る
と
思

い
ま
す
。
わ
く

・　
わ
く

マ
ル
シ

エ
で
は
、
ク

ツ
キ
ー
は
午

　ヽ
前
中
に
完
売
し
、
輸
投
げ

と

ス
ト
ラ

ッ

一」

ク

ア
ウ

ト

は

子
供

た

ち
が

何

回

も
遊

躇
、
ん

で
く
れ
、
笑
顔

で
帰

っ
て
い
く
方
た

「

ち

の
笑

顔

で
温
か

い
気

持

ち

に
な

れ

曇

ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
多
く
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わくわく通信 第11号

NPO法人 燿舅甕径轟珀鱚絨―゛

成果および課題、今後について

(1)常設の「居場所カフェ」に人が集まるようになつた。

(2)朝市の品目 (野菜、魚、ごま油、たまご)が増加した。

(3)障碍をもった人との交流をもつことができた。

(4)昼食会は満席 (12人)で、多くの参加希望者の受入れが困難。

(5)常設の「居場所カフェ」、趣昧の同好会の家賃捻出が困難。

(6)同好会・教室の講師確保が困難 (交通費・講師料)。

″
|■ 構 fll ■難 t

の
方

と

交

流

す

る

こ
と

が

で
き

ま

し

た
。
行

く
と
ホ

ッ
と
安

心
す

る
よ

う
な

憩

い
の
場

、
わ
く
わ
く

サ

ロ
ン
が

こ
れ

か

ら

も

イ

キ

イ

キ

と

活

動

し

て

ほ

し

い
な

と
思

い
ま
す

。

わ
く
わ
く

マ
ル

シ

エ

・

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
参
加
を
通
じ
て

京
都
経
済
短
期
大
学

北
川
真
子

私

た

ち

京

都

経

済

短

期

大

学

は
今

年

も

竹

の
里

わ

く

わ

く

マ
ル

シ

エ
に

参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

―

私

た

ち

学

生

は
当

日

ク

ッ
キ

ー

の

販
売
と
輪
投
げ

、
ボ

ー
ル
当

て
ゲ

ー
ム

の
運
営
を
し
ま
し
た
。
ク

ッ
キ
ー
は
午

前
中

で
完
売
し
、
輪
投
げ

、
ボ

ー
ル
当

て
ゲ

ー

ム
は

子
供

た

ち

に
人
気

で
賑

わ

っ
て
い
ま
し
た
。

地

域

の
皆

さ

ん

と

の
関

わ

り
、
交

流

を

持

て
る
場
が

あ

る

の
は
素

敵

な

こ
と
だ

と

思

い
心
が

温
ま

る

イ
ベ

ン

ト

に
な

り
参

加

で
き

て
良

か

っ
た

で

す

―ま

た

私

た

ち

は
約

１
年

間
金

曜

日

に

わ

く

わ

く

サ

ロ

ン

で
行

わ

れ

て

い

る
昼
食
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
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わくわく通信 第11号

わ
く
わ
く
短
歌
同
好
会

エ
プ

ロ
ン
を
蝶
結
び

し
新
春

の
朝

柏
子
の
香
残

る
キ

ツ
チ
ン
に
立

つ

し
ば

ら
く
は
浮

い
た
浮

い
た

の
松

の
内

あ
と
は
我
慢

の
カ

ッ
プ

ラ
ー
メ
ン

ひ
と
り
ひ
と
り
想

い
つ
つ
賀
状
を
書
き
終

え
て

少
し
濃

い
目

の
コ
ー
ヒ
を
飲
む

心
か
ら
話
せ
る
友
と
鍋
か

こ
み

幸
福
も
食
む
師
走

の
夕
暮
れ

大
正

・
昭
利

，
平
成

と
生
き
抜

い
て

新
元
号
待

つ
母
白
寿

城
崎

の
街

の
川
辺
を
小
さ
き
蟹

″か
わ

い
い
″

の
声
に
そ
そ
く
さ
と
消
ゆ

三
学
期
登
校

の
子
ら
行
く
道

の
辺
に

マ
ユ
ミ
の
赤
き
実
ま
ば

ら
に
残

る

大
戦

の
慰
霊
祭
に
若
き
ら
は

年
々
減

り
て
遺
家
族
も
老
ゆ

初
詣

で
大
原
野
神
社

へ
痛
む
足

歩
け
ま
し
た
と
柏
手
を
打

つ

カ
ー
ブ
す

る
農
道

ぞ
い
の
草

の
芽
は

霜
に
も
め
げ
ず
頭
も
た
げ

り

里

　

　

節

子

岨
中

　

幸
男

伊
藤

由
美
子

簑

岡

　

勝
子

野
田

　

順
子

菊

田

　

弘
子

平
丼

　

義
昌

今
川

　

素
美

永
丼

　

恵
美

森

田

　

佳
子

わ
く
わ
く
俳
句
同
好
会

兼

題

「梅
」

陰

二
つ
突

き
当
た

り

つ
つ
梅
花

園

桂

酸
郁

と
形
見

の
蝋
梅
匂

ひ
た

ろ

升

田

遠

来

の
友
梅

一
枝
お

土
産

に

粟
野

探
梅

の
突

き
当
た

り
た

る
御

土
居
か
な

中

野

自

由

題

こ
ろ

こ
ろ
と
吹

か
れ

て
丸

し
寒

雀

大

谷

南

天

の
雪
け
と
ば

し

て
雀

飛
び

松
本

マ

フ
ラ
ー
を

二
重

に
巻

き

て
春
寒

し

里

秋
千
草
昔

こ
こ
ら
は
演

習
場

岨
中

智
行貞

三
智
子

硯
池

民
子昇

節
子

幸
男

い

つ
も

私

た

ち

を

笑

顔

で
迎

え

て

下
さ
り
、
皆
さ
ん
の
笑
顔

で
心
が
癒
さ

れ
、
人

生

に

つ

い

て

の
お

話

や
、
音

の
お

話

や
、

世

間

話

な

ど

の
会

話

で

溢
れ
、
い
つ
も
暖
か

い
場
所

で
あ
り
毎

週
金

曜

日

に
訪

れ

る
事

が

一
週

間

の

楽
し
み
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
同

年

代

の
人

た

ち

と
集

ま

っ
て
短

い
時

間

で
す

が

昼
食

を

楽

し
む

会

話
を

楽

し
む

居

場

所
が

あ

る

の
は
貴

重
だ

と

思

い
、
こ
う

い
っ
た
場
所
が
ど
ん
ど
ん

広
が
れ
ば

、
孤
独
死
な
ど

の
現
在

日
本

が

抱

え

て

い
る
高

齢

化

社
会

で

の
問

題
解

決

に
繋

が

る

の

で
は
な

い
か

な

と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ず

地
域
か

ら
愛
さ
れ
、
私
た
ち
が
高
齢

に

な

っ
て
も

こ

の
活
動

が

続

い

て

い
る

こ
と
を
願

い
、
ま
た
私
た
ち
が
繋
げ

て

い
か

な

い
と

い
け
な

い
と
強

く
考

え

て
い
ま
す
。

最
後

に

４
年

間
短

い
期

間

で
し
た

が
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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、、
ぅtのカフェ7・/

洛西の

わくわく通信 第11号

ゎくゎくサロン

月～金曜日 9:30～12:30
竹の里センター内

(「西竹の里町」バス停すぐ)

⑬ 075(353)3592
■コーヒー＼ハニブティー、

野菜発酵ジユース

中駅利渉鰊録

第 1日曜日 ■0:00～ 12:00
(お盆 ,お正月 ,4月 は変更有 )

府営西境谷団地集会所

(府営住宅1棟横公園よりすぐ)

① 075(352)ろ 407
●モ=ニングセット400円

ヵフェ欅

火～土曜日 9:30～ 17:00
洛西境谷会館内

(「境谷センター前」バス停すぐ)

⑬075(331)2215
●コーヒー、紅茶、ハリ

｀
ティー

この日しよ磯

金～水曜日 7:30～19:30
(木曜日お休み)

大枝西新林町 3丁目1-16
(「新林池公園」バス停すぐ)

①075(332)3446
●香り豊かな挽き立てコーヒー

ろ50円

ふれあしゝ喫熱

鑢
竜
、
、

ｔて鶴

しヽこし`

ス(曜日 10:00～15:00
洛西北福西市営住宅集会所

(花園幼稚園から徒歩5分 )

⑬075(353)0308
●コーヒー、紅茶 (菓子付)100円

月曜日 10:00～ 17:00
(祝日.第 5月 曜日お休み)

大原野西竹の里町■丁目14-156
0075(332)3236
●手作リケーキ、コーヒー、紅茶150円～

金曜日 ■0:00～ 15:00
福西会館

(「南福西町」バス停すぐ)

①075(331)1746
●コーヒー (菓子付)100円

10:35-11:05

10:40-11:00

11:10-11:50

12:00-12:20

12:25′ ψ`12:45

10:40′―V ll:00

11:05-11:25

11:30-11:50

11:55-12:15

12:25-12:45

14:10-14i30

14i35-14:55

15:05-15:20

15:25-15:40

15:55ヘン16:10

10:40-

11:05-

11:35-

12:25⌒´

15:40-

10:35-

11:00-

11:30-

11:55-

12:15-

14:10-

14i35-

15:00-

15:25-

15:55-

11:00

11:25

12:15

12:45

16:15

10:55

11:20

11:50

12:10

12:30

14:30

14:55

15:20

15:45

16:15

毎 週 水 曜 日

府営西竹の里団地

毎 週 木 曜 日

東竹の里市営東集会所

東竹の里市営中集会所

東竹の里市営西集会所

東竹の里市営西55棟付近

毎 週 金 曜 日

境谷西第 4住宅

西竹の里テラスハウス集会所

西竹の里テラスハウス7期東倶」

∪R洛西竹の里団地

西境谷町 4丁目南部

わくわくサロン前

西竹の里タウンハウス集会所

西境谷町4丁目①

西境谷町4丁目②

西竹の里 4丁目

熊澤生協のおかいもの役
毎 週 月 曜 日

東竹の里市営西55棟付近

東竹の里市営西集会所

東竹の里市営中集会

東竹の里市営東集会所

府営西竹の里団地

毎 週 火 曜 日

西竹の里 4丁目

西竹の里タウンハウス集会所

わくわくサロン前

西境谷町4丁目①

西境谷町4丁目②

境谷西第 4住宅

西竹の里テラスハウス集会所

西竹の里テラスハウス7期東側

∪R洛西竹の里団地

西境谷町 1丁目南部
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毎週月曜日 10:00～12:00
0とても新鮮なお魚です

毎週月曜日 9:30～ 16:00

0クロスケが大原野で
“しちご"づくりに挑戦

(原則 )毎週火曜日

10:00～13:00
×販売日は毎月の「わくわくサロンだ

より」で確認しび さしヽ

9手作リケーキ (売り切れ次第終了)

わくわく通信 第11号

第2ォく]塵 E]10:00～ 12:30
り出来たてのごま製品をお届けします

,1嬌奮 |■ |・ |'■ lT

I11:|■ 1鸞群|

毎週水曜日 9:30～ 12:30
9お手頃価格でお求め頂けます

|I II■ ||11
■1‐事|■ ir r……1,t

第 2・ 4金曜 E〕 9:30～ 15:00
0京丹波からおしヽししヽ便り

|‐ 111 1

1・ 11 111

11 ■■

申込 受取日前週の金曜日

受取 毎月最終火曜日

ワ豆腐、揚1大 おから、お米、みそ、

もちなど

ヽ ヽ ′

J__″J 、 ..
…
I∫
~~ノ
tり わ

定員 10名

受講料 500円 /回
りみんなで楽しくやりましょう

講師 :長瀬利絵子さん
(らくらくピ刀 協会認定講師)

《初級》

第 103水曜日 14:00～15:30
定員 7名 (4名で開講)
受講料 2,000円 /月

《中級》

第 102・ 3木曜日 14:00～ 15:30
受講料 2,000円 /月 2回 (初 EOE無料)
υピ刀 がなくてもOK

わくわく通信 第11号 2019年3月 発行

発行 NPO法 人

第 3月曜日 13:30～15:30

定員 10名

受講料 500円 /回
の人、気の教室 1初心者歓迎

講師 :石垣ちかさん

第 103金曜 E]13:40～ 14:40

定員 8名

受講料 2,000円 /月
教材費 500円

「つ
′一】一一一」
′̈一輌一一ノイ

第 4水曜 E〕 13:30～15:00

定員 6名

受講料 300円 /回 (材料費含む)
り手ノ5もでお越しくださしヽ。

毎週金曜日 12:00～ 13:00

定員 12名

昼食代600円 /回
※前日 (木曜日)お昼までに

電話.FA×にて申し込み

りお弁当 (コーヒー付き)

電言舌075(333)3392 FAX 075(333)3399
rakusall net@gmailCOm

http://rakUSai f∪ kusl∩ et life coocan ip/

〒6q O-4145

(編集協力 企業組合Fu u空間計画) 京者Б市西京区大原野西竹の里町 4丁目49-4竹 の里センター内

洛西福祉ネットワーク

ゎくわく傷群句同好咆

第 1月曜日 13:00～ 15:00

講師 :大菅誠司さん

第 204金曜 E]14:00～ 15:30

定員 6名

受講料 2,000円 /月

第 1・ 3木曜E]10:00～ 1■ :00
9ピフ の調べとコーヒーでゆったり
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